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化

　　　■主催／標茶町　　■後援／標茶町自治会連合会　
　　　■問い合わせ／役場企画財政課地域振興係
　　　　　　　　　（２階⑯番窓口☎485-2111内線223）

この事業は公益財団法人北海道市町村振興協会の助成を受けて実施しています。

10月 29日日
コンベンションホールうぃず

　　　　受　　　　付　午後０時 45 分
　　　　開　　　　会　午後１時 15 分
　　　　講　　　　演　午後１時 30 分
　　　　グループ討議　午後２時 30 分
　　　　閉　　　　会　午後４時 30 分　
　　

講師
ＮＴＴデータ経営研究所　
エグゼクティブスペシャリスト

大山　慎介　氏
　昭和 37 年厚沢部町生まれ。学習院大学卒業後、北海道庁に入庁、労働部、
市町村課、地域振興課、財政課、政策室、経済部などを経て、平成 17 年
に知事政策部で全国初の「ちょっと暮らし」を企画・実施する。
　北海道移住促進協議会、ＮＰＯ法人住んでみたい北海推進会議を企画し設
立を担当。その後、総務省の委員として全国移住促進機構（ＪＯＩＮ）を提
案し設立に携わる。 平成 26 年総合政策部を最後に、北海道庁を退職し、北
海道田舎プロデュースを設立し代表取締役に就任。平成 27 年北翔大学の
客員教授、釧路市「長期滞在ビジネス研究会」アドバイザー、ＮＴＴデータ
経営研究所エグゼクティブ スペシャリスト、北海道田舎活性化協議会総括
プロデューサーに就任。
　また、現在放送中のＳＴＶラジオ「大山慎介の『ちょっと暮らし北海道』」
やFMくしろを始め道内14局で放送中の「大山慎介の復活！北海道」のパー
ソナリティを務めるなど幅広い分野で活躍している。

標茶町協働のまちづくりセミナー

入場無料
化
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改
善
例

改善前

改善後

　

10
月
16
日(

月)

〜
22
日(

日)

の
１
週
間

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

本
町
で
も
、左
記
の
と
お
り
「
行
政
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
か
ら
解
決
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
過
去
に
町
内
で
実
施
さ

れ
た
「
出
前
講
座
」
で
の
「
標
茶
郵
便
局
前

に
段
差
が
あ
る
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
要
望
は
、
日
本
郵
便
北
海
道
支
社
に
連

絡
さ
れ
、
す
ぐ
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※�

10
月
か
ら「
釧
路
行
政
評
価
分
室
」は「
釧

路
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
改

称
し
ま
す
。

■�

日
時
／
10
月
18
日(

水
）、
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

■
場
所
／
役
場
２
階
中
会
議
室

■�

問
い
合
わ
せ
／
行
政
相
談
委
員　

河
野

　

哲
了
さ
ん
（
☎
４
８
５
︱
２
７
６
６
）

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

　国道391号五十石橋（新橋）
の開通に伴い、町道ルルラン
通りの工事を行います。工事
は、国道を五十石橋（新橋）
へ切り替えた後に行います。
工事期間中は通行止めを実施
しますので、国道391号を迂
回路としてご利用ください。
ご理解ご協力をお願いします。
■�通行止め期間／10月12日
㈭、午前９時～12月下旬
（予定）
※�通行止め解除の日程など
は、来月以降の広報しべ
ちゃでお知らせします。

国道391号五十石橋（新橋）開通のお知らせ

■�問い合わせ／役場建設課道路係（２階⑭番窓口☎485-2111内線232）

　釧路開発建設部により平成25年度から行われてきた、国道391号五十石橋（新橋）および五十石跨線橋の架け
替え工事が完了し、通行可能となりますのでお知らせします。
※新橋への交通切替え後にも、継続工事に伴う交通規制を行います。道路利用者の皆様にはご迷惑をおかけしま
すが、ご理解ご協力をお願いします。

■開通日時／10月12日㈭、午前10時〜

町道ルルラン通り通行止めのお知らせ
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補
正
予
算

会 　　  計　　   別 補正前予算額（Ａ） ９月補正額（Ｂ） 補正後予算額（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ）
一　  般 　 会　  計 12,477,919 84,906 12,562,825

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 1,390,890 ― 1,390,890
下 水 道 事 業 588,000 ― 588,000
介 護 保 険 事 業 1,489,224 10,282 1,499,506
後 期 高 齢 者 医 療 109,618 ― 109,618
簡 易 水 道 事 業 147,000 ― 147,000

合   　　   計 16,202,651 95,188 16,297,839

区　　　分 主な補正予算 事 業 費 内　容

衛 生 費
川上郡衛生処理組合負担金 △ 6,361
合併処理浄化槽設置整備事業補助金 4,000
クリーンセンター補修事業 3,500

農林水産業費
農業用排水維持補修事業 8,000
新規就農者支援事業 2,125 補助金
造林事業 8,050 保育

土 木 費
町道維持補修事業 45,000
除雪機械購入 △ 14,196

教 育 費 郷土館耐震改修事業 7,000 実施設計

　第３回定例町議会において、平成29年度の補正予算が可決されました。一般会計の補正予算は合
併処理浄化槽設置整備事業補助金、農業用排水維持補修事業、造林事業、町道維持補修事業、郷土
館耐震改修事業などで8,490万６千円を追加し、予算額は125億6,282万５千円となりました。
　そのほか各会計の補正予算額および一般会計の主な補正内容は次のとおりです。

平成29年度　標茶町各会計予算の概要
（単位：千円、△は減額）

（単位：千円、△は減額）

土地･家屋や軽自動車の名義を変更される方へ
土地・家屋
①�売買や相続などにより、既に登記している土地や家屋の所有者（名義人）を変更する
場合は、釧路地方法務局（☎0154-31-5000）で登記の変更をしてください。
　�なお、登記していない家屋については、役場窓口で手続きをしてください。12月31日
までに手続きを完了すると、翌年度から固定資産税の納税義務者が変更になります。
②�相続登記をする方で、その手続きが遅れる場合は、翌年度から固定資産税を納める代
表者を相続人の中から相談して決めてください。手続きに必要な用紙は送付します。
■問い合わせ／役場税務課税務係（１階⑨番窓口☎485-2111内線152）

軽自動車

車　　　　種 手続き（申告）場所・問い合わせ 手続きに必要なもの

原動機付自転車
◦125㏄以下のバイク
◦ミニカーなど 役場税務課税務係

（１階⑨番窓口
☎485-2111内線152）

◦新所有者の認印
◦標識
（ナンバープレート）
◦標識交付証明書

小型特殊自動車
◦農耕作業用（トラクターなど）
◦その他特殊作業用（ホイルローダーなど）

軽四輪自動車
◦660㏄以下の軽四輪車
軽二輪車
◦125㏄を超え250㏄以下のバイク

釧路軽自動車協会
（☎0154-51-0745） 譲渡による名義変更･

廃車･住所変更などは、
左記に問い合わせくだ
さい。二輪の小型自動車

◦250㏄を超えるバイク
北海道運輸局釧路運輸支局
（☎0154-51-2522）
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不
法
投
棄
ク
リ
ー
ン
作
戦

10
月
は

秋
の
一
斉
大
掃
除
月
間

　

ご
み
の
不
法
投
棄
の
根
絶
と
、

自
然
と
調
和
し
た
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
目
指
し
、
次
の
と

お
り
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
左
記

係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

日
時
／
10
月
21
日(

土
）、
午
前

９
時
30
分
～

■�

集
合
場
所
／
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
う
ぃ
ず
前
駐
車
場

■�

実
施
場
所
／
町
道
ル
ル
ラ
ン

通
り

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

�

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係
（
１

階
③
番
窓
口
☎
４
８
５
︱

２
１
１
１
内
線
１
２
７
）

■�

日
時
・
場
所
／
各
自
治
会
で

設
定

■�
内
容
／
住
宅
周
辺
、
道
路
、
公

園
の
清
掃
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
住
民
課
環

境
衛
生
係
（
１
階
③
番
窓
口

☎
４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線

１
２
７
）

ステッカー

リーフレット

　自然の番人宣言は、貴重な自然環境を守り次世代に引き継いでいくため、
私たち一人一人が「自然の番人」となり、不法投棄やポイ捨てを撲滅しよ
うと、平成18年４月に釧路管内の全市町村が共同で制定したものです。
　町内でも、道端へのポイ捨てや家庭ごみの不法投棄が発生しています。
自然を壊すポイ捨てや不法投棄を「しない」「させない」「許さない」とい
う思想を持ち、本町の美しい自然環境を守りましょう。
　自然の番人宣言の全文を記載したリーフレットやポスター、自動車に貼
り付けるステッカーは下記係で配布しています。
●�ポイ捨てや不法投棄は犯罪です。絶対にしないでください。
●�不法投棄者への罰則は、個人の場合は５年以下の懲役または１千万円以
下の罰金、法人の場合は３億円以下の罰金となります。
●不法投棄を見つけたら、次の通り通報してください。
・不法投棄ごみを発見したとき…下記係
・不法投棄をしている人を発見したとき…弟子屈警察署（☎482-2110）
■問い合わせ／役場住民課環境衛生係（１階③番窓口☎485-2111内線127）

自然の番人宣言

マイマイガの発生について
　８月中旬に町内でマイマイガが大量に発生しました。マイマ
イガは約10年周期で大量発生し、２～３年継続して発生する傾
向があります。
　自宅の壁などに卵塊が産みつけられた場合は、先が平らな物
で剥がすように駆除し、取り除いた卵塊は燃やせるごみとして
排出してください。なお、卵塊を駆除する時は、卵の飛散に備
え、マスクや手袋を着用してください。詳しくは、町ホームペー
ジ（アドレスは24ページ参照）をご覧ください。
　来年の発生を少しでも減らすため、卵塊の除去にご協力をお
願いします。

マイマイガの卵塊 ペットボトルを使った駆除
（画像提供：札幌市保健所環境衛生課）

■�問い合わせ／役場住民課環境衛生係（１階③番窓口☎485-
2111内線127）

　

別
寒
辺
牛
川
・
ホ
マ
カ
イ
川
流

域
環
境
保
全
協
議
会
で
は
「
環
境

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
標
茶

高
校
の
生
徒
に
よ
る
研
究
発
表

と
、
中
茶
安
別
在
住
の
長
坂
浩
行

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

■�

日
時
／
10
月
７
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
～

■
場
所
／
開
発
セ
ン
タ
ー

■�
問
い
合
わ
せ
／
役
場
住
民
課
環

境
衛
生
係
（
１
階
③
番
窓
口

☎
４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線

１
２
７
）

平
成
29
年
度
環
境
講
演
会

駒
ケ
丘
公
園
噴
水

冬
期
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

　

気
軽
に
利
用
で
き
る
夏
の
憩
い

の
場
と
し
て
、

多
く
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
た

噴
水
は
、
10
月

10
日(

火)

よ
り

冬
期
閉
鎖
と
な

り
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
建
設
課
都

市
計
画
係
（
２
階
⑭
番
窓
口

☎
４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線

２
７
５
）
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長
年
に
わ
た
る
ご
活
躍

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

◎　
　

〃　
　
　
　

舘
田
　
信
子

◎　
　

栄　
　
　
　

伊
東
　
誠
一

◎
オ
ソ
ツ
ベ
ツ　
　

加
藤
　
忠
一

◎　
　

〃　
　
　
　

福
田
　
孝
司

◎
沼　
　
　

幌　
　

阿
部
　
さ
ち

◎
磯　

分　

内　
　

今
　
　
正
勝

◎　
　

〃　
　
　
　

佐
々
木
久
子

◎　
　

〃　
　
　
　

佐
藤
　
眞
彦

◎　
　

〃　
　
　
　

三
浦
　
茂
子

◎
塘　
　
　

路　
　

越
善
　
ミ
ツ

◎
沼　

ノ　

上　
　

綱
井
　
良
子

◎
久　

著　

呂　
　

小
川
　
米
藏

◎　
　

〃　
　
　
　

渡
部
　
文
男

◎
虹　
　
　

別　
　

榊
　
　
勝
子

◎　
　

〃　
　
　
　

髙
橋
　
妙
子

◎　
　

〃　
　
　
　

平
野
　
勝
子

◎
阿　

歴　

内　
　

大
和
田
　
進

〔
善
行
表
彰
〕

　
公
益
の
た
め
古
美
術
品
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

◎
平　
　
　

和　
　

合
田
　
好
葊

〔
勤
続
表
彰
〕

　
消
防
団
員
と
し
て
20
年
以
上
在

職
さ
れ
ま
し
た
。

◎
麻　
　
　

生　
　

遠
藤
　
優
一

◎
コ
ッ
タ
ロ　
　

池
内
　
宗
徳

◎
虹　
　
　

別　
　

菊
地
　
映
司

◎　
　

〃　
　
　
　

髙
橋
　
盛
也

◎
茶　

安　

別　
　

藤
川
　
秀
樹

〔
福
祉
基
金
条
例
施
行
規
則
顕
彰
〕

　

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
と
し
て
10
年

以
上
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◎
虹　
　
　

別　
　

西
澤
猪
佐
子

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
総
務
課

庶
務
係
（
２
階
⑬
番
窓
口
☎

４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線

２
１
２
）

　

平
成
29
年
度
標
茶
町
総
合
表
彰

式
が
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、

標
茶
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

う
ぃ
ず
を
会
場
に
挙
行
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
表
彰
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■�問い合わせ／建退共北海道支部（☎011-261-6186）
※�建退共制度の詳細はホームページをご覧ください。

知っていますか？建退共制度

◦加入できる事業主…建設業を営む方
◦対象となる労働者…建設業の現場で働く人
◦掛け金…日額310円
特　長
◦�申し込み手続きが簡単な上、国の制度なので安全
で確実です。
◦経営事項審査で加点評価の対象となります。
◦掛け金の一部を国が助成します。
◦�掛け金は事業主負担となりますが、税法上は全額
非課税です。法人は損金、個人では必要経費とし
て扱われます。
◦�事業主が変わっても、企業間を通算して退職金が
計算されます。 建退共

　中小企業退職金共済法に基づく建退共制度は、建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を
目的とする退職金制度です。この制度では、事業主が労働者の働いた日数に応じて、掛け金となる共済証紙を共
済手帳に貼ると、その労働者が建設業界で働くことをやめた時に建退共から退職金を受け取ることができます。
いわば業界全体での退職金制度です。

特例措置
地震などで災害救助法が適用された方には、特例
措置を実施しています。
事業主の皆さんへお願い
・�共済証紙は労働者の就労日数に応じて、適正に貼
り付けてください。
・�｢建設業退職金共済手帳｣ を所持している労働者
が建設業界を引退する時は、忘れずに退職金を請
求するよう指導してください。

◎　
　

〃　
　
　
　

田
澤
　
信
子

◎　
　

〃　
　
　
　

戸
賀
瀨
憲
子

◎　
　

〃　
　
　
　

松
尾
　
昭
子

◎　
　

〃　
　
　
　

箭
内
　
正
男

◎　
　

〃　
　
　
　

山
澤
　
春
子

◎　
　

旭　
　
　
　

工
藤
　
勝
彦

◎　
　

〃　
　
　
　

小
渡
百
合
子

◎　
　

〃　
　
　
　

谷
澤
　
和
子

◎
富　
　
　

士　
　

佐
藤
す
み
こ

◎　
　

〃　
　
　
　

葊
瀬
　
龍
彦

◎　
　

〃　
　
　
　

村
上
　
定
夫

◎　
　

〃　
　
　
　

類
瀨
　
澄
子

◎　
　

桜　
　
　
　

臼
井
　
好
和

◎　
　

〃　
　
　
　

小
針
　
ふ
み

◎　
　

〃　
　
　
　

佐
々
木
　
健

◎　
　

〃　
　
　
　

佐
野
　
京
子

◎　
　

〃　
　
　
　

篠
塚
　
良
一

◎　
　

〃　
　
　
　

田
中
　
俊
彥

◎　
　

〃　
　
　
　

深
見
　
紀
子

◎　
　

〃　
　
　
　

本
田
　
ち
え

◎　
　

〃　
　
　
　

三
輪
　
靖
男

◎　
　

〃　
　
　
　

山
井
　
幸
枝

◎　
　

〃　
　
　
　

吉
田
　
民
子

◎
平　
　
　

和　
　

小
平
　
秀
子

◎　
　

〃　
　
　
　

合
田
　
好
葊

◎　
　

〃　
　
　
　

武
藤
　
六
子

◎
麻　
　
　

生　
　

生
田
　
　
健

◎　
　

〃　
　
　
　

石
井
　
康
之

◎　
　

〃　
　
　
　

大
谷
　
英
男

◎　
　

〃　
　
　
　

工
藤
喜
美
子

◎　
　

〃　
　
　
　

三
宮
　
花
江

◎　
　

〃　
　
　
　

三
宮
　
　
優

◎　
　

〃　
　
　
　

住
田
　
良
江

〔
教
育
文
化
功
労
〕

　

長
年
に
わ
た
り
音
楽
指
導
を
中

心
と
し
た
生
涯
学
習
に
尽
力
し
、

地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

◎
磯　

分　

内　
　

松
山
　
　
誠

〔
在
住
功
労
〕　
　
　

　
50
年
以
上
本
町
に
在
住
し
、
郷

土
を
愛
し
勤
労
に
励
み
本
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◎
常　
　
　

盤　
　

伊
藤
和
志
子

◎　
　

〃　
　
　
　

伊
藤
　
弘
幸

◎　
　

〃　
　
　
　

佐
藤
　
凌
子

◎　
　

〃　
　
　
　

菅
原
と

子

◎
川　
　
　

上　
　

今
井
ヨ
リ
子

◎    

〃　
　
　
　

今
西
美
佐
子

◎    

〃　
　
　
　

加
藤
千
鶴
子

◎　
　

〃　
　
　
　

谷
澤
　
　
正

◎　
　

〃　
　
　
　

大
谷
ト
モ
ヱ

◎
開　
　
　

運　
　

上
畑
　
茂
子

◎　
　

〃　
　
　
　

小
川
　
時
子

◎　
　

〃　
　
　
　

小
川
　
義
美

◎　
　

〃　
　
　
　

管
野
　
幸
子

◎　
　

〃　
　
　
　

熊
谷
　
　
勝

◎　
　

〃　
　
　
　

小
場
　
孝
子

◎　
　

〃　
　
　
　

佐
藤
　
靖
子
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「
女
性
の
特
質
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
人
と
人
と
の
関
係
性
を
作
り

出
す
社
会
活
動
は
、
地
方
創
生

に
つ
な
が
る
」
こ
の
よ
う
な
話

を
聞
い
て
、
私
た
ち
女
性
が
社

会
活
動
を
す
る
と
、
自
治
体
は

活
気
が
出
る
よ
う
に
思
え
て
き

ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
く
っ
ち
ゃ
ん
羊
蹄

太
鼓
保
存
会
「
鼓こ
り
ゅ
う流
」
の
演
奏

が
あ
り
ま
し
た
。
開
拓
か
ら
意

気
盛
ん
な
時
代
や
農
地
開
墾
の

様
子
、
種
ま
き
・
実
り
・
収
穫

の
喜
び
を
表
し
た
曲
な
ど
、
力

強
く
、
そ
し
て
心
に
響
く
感
動

の
太
鼓
演
奏
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し
た
。

各
地
の
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
現
状
、
悩
み
に
対
し
て
助
言

を
い
た
だ
き
、
大
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

今
回
標
女
連
は
、
釧
路
管
内

１
市
７
町
村
が
持
ち
回
り
で
行

う
、
バ
ス
や
宿
泊
施
設
手
配
な

ど
の
当
番
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
、
町
有
バ
ス

の
関
係
者
の
協
力
で
、
無
事
に

大
会
を
終
え
、
帰
途
に
つ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成25年度　第166号
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長  山口　鈴代　標女連広報委員会

平成26年２月１日第183号　　 平成29年10月１日
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長　千葉　博子　標女連広報委員会

一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。

女性活動の合いことば

■�

８
月
28
日
…
第
68
回
北
海

道
女
性
大
会

■
９
月
20
日
…
役
員
会

予　

定

■�

10
月
13
日
…
男
女
平
等

フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
弟
子
屈
町

■�

�11
月
25
日
…
男
女
平
等
参

画
標
茶
集
会

会
の
動
き

塩
原
　
ト
シ
子

子
ど
も
の
夢
を
育
て
る

ま
つ
り
を
振
り
返
っ
て

７
月
23
日
、
子
ど
も
の
夢
を
育

て
る
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
の
早
朝
ま
で
悪
天
候

で
「
中
止
に
な
る
の
で
は
」
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
も

上
が
り
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ほ
か
の
行
事
も
重

な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
昨
年
よ

り
子
ど
も
の
人
数
が
少
な
い
よ

う
に
思
い
ま
し
た
が
、
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
来
場

者
を
見
て
、
毎
年
の
こ
と
な
が

ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
も
出
店
の
様
子
を
端
か
ら

見
て
回
り
、
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
ビ
ー

ズ
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
を
興

味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。
大
人

も
子
ど
も
も
無
心
に
な
っ
て
い

る
様
子
を
見
て
「
本
当
に
良
い

な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
１
０
０
円
玉

を
握
り
し
め
、
会
場
内
の
売
店

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
の
店
は
早
々
に
完
売
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
購
入
で
き
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
、
ご
め
ん

な
さ
い
。

　

子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
ま
つ

り
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大

切
な
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿

が
、
私
た
ち
の
活
力
源
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

ま
た
来
年
も
多
く
の
方
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
28
日
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
第
68
回
北
海
道
女
性
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は

北
海
道
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

の
創
立
60
周
年
記
念
大
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。
39
市
町
村
か
ら

４
０
０
人
余
り
、
釧
路
管
内
か

ら
は
33
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

高
橋
は
る
み
知
事
を
は
じ
め

大
勢
の
来
賓
が
参
列
し
、
祝
辞

を
述
べ
た
後
、
大
会
は
始
ま
り

ま
し
た
。

　

始
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
支

援
協
会
代
表
理
事
、
吉
田
博
彦

氏
に
よ
る
講
演
「
地
方
創
生
と

女
性
団
体
の
役
割
」
を
聞
き
ま

し
た
。
社
会
教
育
団
体
が
消
滅

し
て
い
く
現
代
に
お
け
る
、
女

性
団
体
の
役
割
、
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
提
案
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
気
持
ち
は
嫌
々

で
も
、
顔
は
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て

み
ん
な
で
協
力
し
合
う
『
一
肌

脱
ぐ
』
気
持
ち
を
持
つ
」「
社

会
教
育
団
体
が
目
的
の
た
め
に

集
ま
る
の
で
は
な
く
、
人
に
会

い
に
来
る
場
所
・
団
体
に
す
る
」

北
海
道
女
性
大
会
に

参
加
し
て

山
口
　
紀
子

　

私
た
ち
の
生
活
に
役
立
つ
講

演
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

日
時
／
11
月
25
日(

土
）、
午

前
10
時

■
場
所
／
開
発
セ
ン
タ
ー

■�

講
演
／
「
健
康
な
カ
ラ
ダ
は

毎
日
の
食
事
か
ら
」

■�

講
師
／
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
管
理
栄
養
士
南
口
由
佳

※
試
食
も
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度

男
女
平
等
参
画
標
茶
集
会

標
女
連
◦
個
人
加
入
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

　

今
ま
で
は
、
各
町
内
会
・
地

域
会
女
性
部
の
み
が
加
入
対
象

で
し
た
が
、
個
人
加
入
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
費

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
し
込
み
／
千
葉
博
子
（
☎

４
８
５
―
３
８
０
０
）、
江

口
サ
チ
子
（
☎
４
８
５
―

１
０
５
１
）
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10
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間

　

農
業
委
員
会
で
は

農
地
の
遊
休
化
や
無

断
転
用
を
防
止
し
、

農
地
法
許
可
案
件
の

履
行
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、
毎
年
10
月

を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
と
事
務
局
職
員

が
敷
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
農
地
係

（
⑱
番
窓
口
☎
４
８
５
︱
２
１
１
１
内

線
１
７
２
）

　

釧
路
開
発
建
設
部
で
は
釧
路
川
河
川
敷

地
内
の
樹
木
を
採
取
す
る
企
業
や
団
体
、

住
民
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
資
源

を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
方
に
採
取
を
許
可
す
る
「
公
募
型

樹
木
等
採
取
」の
試
行
に
よ
る
も
の
で
す
。

採
取
し
た
樹
木
は
、
薪
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
、
チ
ッ
プ
原
材
料
と
し
て
の
活
用
、
樹

木
加
工
、
販
売
な
ど
自
由
に
利
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

募
集
期
間
／
11
月
１
日(

水)

〜
12
月

28
日(

木
）

■�

採
取
場
所
／
釧
路
川
右
岸
標
茶
町
南
標

茶
地
先
付
近
の
河
川
敷

■
採
取
可
能
面
積
／
約
２
万
６
７
０
０
㎡

■
樹
種
／
ヤ
ナ
ギ
類

■
申
込
期
限
／
10
月
31
日(

火
）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
釧
路
開

発
建
設
部
釧
路
河
川
事
務
所
（
☎

０
１
５
４
︱
38
︱
８
３
０
０
）

樹
木
の
採
取
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　

こ
ん
に
ち
は
。「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
岡
本
昌
で
す
。

こ
の
記
事
が
出
る
頃
は
ち
ょ
う

ど
、
標
茶
町
初
の
官
民
連
携
事

業
〝
道
東
ホ
ー
ス
タ
ウ
ン
〟
体

験
ツ
ア
ー
実
施
中
で
す
。
２
泊

３
日
で
多
様
な
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込

ん
だ
ツ
ア
ー
は
、
ほ
ぼ
完
売
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く

は
、
都
市
圏
で
乗
馬
ク
ラ
ブ
に

通
っ
て
い
る
方
、
ホ
ー
ス
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
が
趣
味
の
方
々
で

す
が
、
そ
の
反
応
か
ら
、
馬
を

キ
ー
と
し
た
標
茶
町
の
魅
力
づ

く
り
へ
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
あ
く

ま
で
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
展
開

の
最
初
の
ト
ラ
イ
ア
ル
で
す
の

で
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
や
評
価

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
次
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
月
以
降
に
改
め
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
〝
道
東
ホ
ー
ス
タ
ウ
ン
〟
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、「
馬
ラ
イ
フ
」
と
い

う
乗
馬
専
門
雑
誌
に
も
掲
載
さ

れ
ま
し
た
が
、
標
茶
町
と
道
東

馬
の
魅
力
が
良
く
伝
わ
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
い

ろ
い
ろ
な
機
会
を
活
用
し
広
報

に
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
日
誌

地域おこし協力隊
岡本　昌

vol.2

“道東ホースタウン”体験ツアー
募集パンフレット

お客様の希望を叶える 
田舎の窓口 づくり

「 道東ホースタウン プロジェクト」は、
標茶町を中心に、「乗馬や馬とのふれあ
い」を総合的に楽しめるエリアづくりを進
め、道東エリアを 乗用馬の聖地 とし
て創生することを目指す、民間事業者等
によるプロジェクトです。今年から、標茶
町との官民連携事業により、新たなチャレ
ンジがスタートしました。

プロジェクトの中心的な民間事業者のひ
とつ、ヘイゼルグラウスマナーは 厩舎の
あるホ 、「馬との暮らし」を疑似体
験することができます。支配人の山　孝
嗣さんが「 道東ホースタウン プロジェクト」
に参画したのは、地域の馬文化の継承に
危機感があったからでした。
「首都圏での乗馬人口は増加していま

すが、地方、特に道東での生産牧場や体
験牧場は減少しています。ヘイゼルグラウ

スマナーは、開業時よりこの地域だからこ
そできる馬の生産、乗馬の楽しみ方を形に
したいと考えていましたが、需要と供給の
ズレを感じていました。このプロジェクトを通
じて、地方の馬文化の継承と 馬と自然と
の暮ら いと考えています」。

プロジェクトでは、それぞれに特長を持
つ地域の複数の民間事業者と行政が連
携することで、自然の中での乗馬を求める
お客様に個々のニーズや乗馬スキルに応
じた施設、サービスを提供することを目指
しています。

「普段とは違うシチュエーションでの乗馬
を求めるお客様の 田舎の窓口 とでもいっ
たところでしょうか」と山　さんは語ります。
「単にスポーツとしての乗馬だけではな

く、その生産や育成を知ることで、さらに
深い馬との関りを知ってもらいたい。馬に
乗れる町、標茶 、 馬と暮らせる町、

という想いが活動のベースに
なっています。

標茶町には、軍馬の生産から続く乗馬
文化と、手つかずの美しい自然があります
が、町として、その魅力をもっとアピール
していくにはどうするべきか検討が重ねら
れています。         

標茶町役場企画財政課地域振興係の
菅野英治さんは「これまで、役場の職員
も自分たちの町や馬の魅力を明確に意識
しきれていなかった」と言います。

そして、地域の乗馬関連の民間事業
者や都市圏の協力者と一緒に事業を考え
ていく中で、改めて標茶町の魅力を再認
識したそうです。

ます」と菅野さんは今回のプロジェクトへ
の意気込みを語ります。

と共に暮らせる町…標
し べ 　 ち ゃ

を目指して
北海道・道東で

新たな馬の魅力を
創造する地域づくり

特集1 馬と一緒に、田舎暮らし

官民一体となった地域ぐるみの乗馬振興事業

国が標榜する「地方創生」が叫ばれて久しいですが、それは都市部に人口が集中す
る一方で、過疎化が進む地方との格差が顕著であるということを物語っています。日
本全国の地方自治体では地方創生に向けてのさまざまな取り組みが行なわれています。
北海道の標茶町では、馬を核とした官民連携での「地域創成」の取り組みが進んで

います。この試みは、標茶町を中心として「乗馬や馬とのふれあい」をかかげ、総合

馬好きの人にとって非常に興味深い取り組みです。 日本最大の湿原「釧路湿原」が南部に広がる標茶町。
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馬との関わりの深い歴史をもつ標茶町
• 総面積：１，０９９.３７平方キロメートル（東京都の約半分の面積の広大な町）

• 南部には、貴重な動植物の宝庫である釧路湿原国立公園や塘路湖をはじめとする湿

地帯が広く分布し、貴重な動植物が生息。北部は火山灰層に覆われた根釧台地が広

がる田園地帯。最北部は阿寒国立公園の一部であり、二つの国立公園を有する大自

然に囲まれた雄大な自然に恵まれている。

• 基幹産業は酪農で、乳牛約４万頭が飼育されている。

•  畜産の歴史は馬から始まっており、１９０８年に軍馬補充部川上支部が設置されてか

ら太平洋戦争の終戦まで、日本有数の馬産地として栄えていた。

• 太平洋側気候のため北海道でも積雪量は少なく、冬は快晴の日が多い。

• 人口：7,743人（平成２９年６月末現在）。近年、移住事業に力を入れている。

標茶町の移住促進の取り組み
町にとって定住人口の確保は重要な課題で、平成２４年度から各種ＰＲイベント等によっ

て町の魅力を発信し、平成２８年には６組１３人の方が道外から移住しています。

〈移住分譲地〉標茶町麻生・平和地区
町外からの移住希望者のために分譲地を開発し提供しています。JRやバスなどの公共

交通機関、病院、商業施設、学校など、生活に必要な施設は、町の中心部から徒歩圏

内にそろっているので暮らしやすさも抜群です。

所在地：川上郡標茶町麻生2丁目39ほか　交通：JR標茶駅より徒歩約7分

分譲面積：247.71㎡（74.93坪）1区画～ 459.99㎡（139.15坪）1区画

販売価格：124.5万円1区画～ 286.8万円1区画（1㎡の単価／ 4,100円～ 6,323円）

〈標茶町お試し暮らし住宅〉
移住希望者向けに、移住体験住宅を3棟用意。3棟のうち1棟はペット飼養可能物件と

なっています。住宅から車で５分くらいの場所に動物病院、徒歩圏内に商店街や町立

病院、温泉施設や公園、パークゴルフ場もあります。

利用料金：１週間26,800円～ 40,000円、１カ月41,000円～ 61,000円

間取：２LK、３LDK

備品：家具、家電、食器類等完備

※空き室状況は標茶町HPにて随時更新。

●お問い合わせ
移住相談ワンストップ窓口
標茶町役場企画財政課地域振興係

［ADD］  〒088-2312 北海道川上郡標茶町
川上４丁目２番地

［TEL］015-485-2111（内線223）
［URL］ http://www.town.shibecha.hokkaido.jp/

特集1“馬と共に暮らせる町…標茶”を目指して

釧路湿原最大の湖「塘路湖」は“カヌーの聖地”釧
路川の出発地。恵まれた自然環境を生かして、カヌーや
アウトドアなどのアクティビティも充実。

塘路湖畔にある「標茶町郷土館」。馬事史の資料や
写真類も見ることができる。※2017年9月1日より一時
休館し、新しい展示施設に移転・整備の予定。

酪農は標茶町の基幹産業。清らかな水と澄んだ空気の
中で、健やかな牛が育つ。

標茶町では3棟の短期移住体験住宅が用意さ
れている。

養老牛

釧
路
川 JR 根室本線

多和平

塘路湖

摩周湖

屈斜路湖

中茶安別

虹別原野

標茶

塘路
阿歴内

弟子屈

中標津

釧路

釧路湿原

メジェール
ファーム

どさんこ牧場

開陽台

JR
釧網本線

セントラル牧場

ムツ牧場
ヘイゼルグラウスマナー
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「馬ライフ」９月号
役場でご覧いただけます

“道東ホースタウン”体験ツアー2017秋

今秋、道東ならではの、
多彩で魅力的な馬たちに出会う旅に
出かけませんか。

共催  ◦“道東ホースタウン”プロジェクト
 ◦標茶町

軍馬の生産から続く乗馬文化と、手つか
ずの自然が多く残る道東エリアで、乗馬
や馬とのふれあいをたっぷりと楽しめる
ツアーです。
自然の中で思いっきり乗馬を楽しみたい
方、馬と友達になりたい方、将来、馬と
一緒に暮らしてみたい方など、“馬好き”
が参加の条件です。

標茶町

お買い物券を
販売します

生活応援共通

■�販売期間／10月29日㈰〜売り切れ次第終了
■時間／午前10時～午後４時
■�販売価格／１セット10,000円（町内共通お買い物
券12,000円分）※2,000セット限定販売。

　■購入枠／１人２セット限り

■販売場所／商工会窓口（事前予約はできません）
■�その他／販売時の封筒には抽選番号が記載されて
います。平成30年１月４日㈭（予定）の抽選会で
当選すると景品が当たります。

※�詳しくは、新聞記事や折り込みチラシをご覧ください。
■問い合わせ／標茶町商工会（☎485-2264）
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まちづくり
ポスト

♦
Ｑ
／
磯
分
内
は
徐
々
に
人
口

も
減
り
お
店
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
提
案
で

す
が
、
標
茶
に
も
磯
分
内
酪
農

セ
ン
タ
ー
辺
り
に
道
の
駅
を

作
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
も
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
や
観

光
客
が
休
憩
し
て
い
る
の
を
目

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
磯

分
内
は
水
も
き
れ
い
だ
し
、
温

泉
も
あ
り
ま
す
。
足
湯
を
作
っ

た
り
、
き
れ
い
な
ト
イ
レ
を
増

や
し
た
り
、
農
家
で
野
菜
を

作
っ
て
い
る
人
が
直
売
で
き
る

場
所
や
標
茶
の
特
産
品
を
売
っ

た
り
で
き
る
売
店
を
設
け
た

り
、
郵
便
局
も
近
く
発
送
も
で

き
る
の
で
、
場
所
的
に
は
と
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
あ

り
、
広
い
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
欲
し

い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
広

い
土
地
が
あ
る
の
は
、
標
茶
が

一
番
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
今
あ
る
資

源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
の
も
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

標
茶
に
は
と
て
も
い
い
特
産

品
が
あ
る
の
に
、
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
書
き
き
れ
な

い
く
ら
い
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
世

代
の
物
作
り
を
し
て
い
る
方
た

ち
に
も
、
場
所
を
提
供
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
地
元
の
方

た
ち
も
野
菜
を
作
っ
て
売
れ
た

ら
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
う
ま
い
も
ん
市
」
が
毎
日
そ

こ
に
あ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
お
土
産

と
し
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
く
ろ
べ
え

や
ミ
ル
ク
ッ
ク
さ
ん
の
グ
ッ
ズ

を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ほ

か
に
は
な
い
道
の
駅
を
目
指
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　

も
っ
と
町
民
に
呼
び
掛
け
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
地
元

の
人
も
観
光
客
も
楽
し
め
る
場

所
を
提
供
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
？
標
茶
を
も
っ
と
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

　
【
磯
分
内
在
住　

女
性
】

♦
Ａ
／
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に

は
、
道
の
駅
や
ド
ッ
グ
ラ
ン

を
作
る
こ
と
も
１
つ
の
方
法

と
考
え
ま
す
。
現
在
、
本
町

で
は
特
産
品
の
物
販
や
Ｐ
Ｒ

を
首
都
圏
や
道
央
圏
で
事
業

所
や
農
協
、
商
工
会
な
ど
関

係
者
と
協
力
し
な
が
ら
行
っ

て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
標
茶
の
名
前
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、

事
業
所
が
自
主
的
に
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て

協
力
で
き
る
こ
と
は
、
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に

は
、
町
と
し
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
制
度
を
設
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

来
年
以
降
に
新
し
い
総
合

計
画
を
作
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は

地
域
の
声
も
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。【

企
画
財
政
課
】

　新たに成人となる方（平成９年４月２日～平成10年４月１日の間に生
まれた方）の門出を祝し、標茶町成人式を行います。
　本町に住民登録している対象者へご案内しますが、本町出身者で就学
や就職により住民登録していない方も参加できます。参加を希望する方
は、10月27日㈮までに下記係へ連絡してください。家族や友人からの情
報もお待ちしています。
　前日には有志の方々が企画する「前夜祭」も開催される予定です。企
画に協力できる方の募集も行っています。

新たに成人となる方々へ

成人式
　■日時／平成30年１月７日㈰、午後１時～
　※受け付けは正午から
　■場所／コンベンションホールうぃず
前夜祭
　■日時／平成30年１月６日㈯、午後７時～（予定）
　※受け付けは午後６時30分から（予定）
　■場所／開発センター
　■会費／１人1,000円（予定）

　10月９日（体育の日）は、
農業者トレーニングセンター
とふれあいプラザゆうを開館
します。開館時間は午前９時
〜午後４時30分です。ぜひ
ご利用ください！
※�トレーニングセンター利用

の際は、運動靴を持参して
ください。ふれあいプラザ
ゆうでは金
具付きスパ
イ ク の 使
用 は 禁 止
です。
■�問い合わせ／農業者トレー

ニングセンター（☎485-
2434）

は運動で
汗を流しましょう!!

■問い合わせ／教育委員会社会教育課社会教育係（☎485-2111内線288）


